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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｍｉＲＮＡ阻害剤を含む、癌を治療する、癌転移を治療する、または抗癌剤耐性を低下
させるもしくは治療するための薬学的組成物。
【請求項２】
　放射線治療または化学療法治療と組み合わせて使用するための、請求項１に記載の薬学
的組成物。
【請求項３】
　前記癌が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺癌、転移性
肺癌、または転移性乳癌である、請求項１または２に記載の薬学的組成物。
【請求項４】
　前記ｍｉＲＮＡ阻害剤が、ｍｉＲ－３７９、ｍｉＲ－３７９＊、ｍｉＲ－１９３ｂ、ｍ
ｉＲ－１９３ｂ＊、ｍｉＲ－４０９－５ｐ、ｍｉＲ－４０９－３ｐ、ｍｉＲ－１５４、お
よび／またはｍｉＲ－１５４＊を阻害することが可能である、請求項１～３のいずれか一
項に記載の薬学的組成物。
【請求項５】
　前記ｍｉＲＮＡ阻害剤が、成熟ｍｉＲ－３７９、ｍｉＲ－３７９＊、ｍｉＲ－１９３ｂ
、ｍｉＲ－１９３ｂ＊、ｍｉＲ－４０９－５ｐ、ｍｉＲ－４０９－３ｐ、ｍｉＲ－１５４
、および／またはｍｉＲ－１５４＊を阻害することが可能である、請求項１～４のいずれ
か一項に記載の薬学的組成物。
【請求項６】
　前記ｍｉＲＮＡ阻害剤が、成熟ｍｉＲＮＡに対するｓｈＲＮＡである、請求項１～５の
いずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項７】
　前記ｍｉＲＮＡ阻害剤が、成熟ｍｉＲＮＡに対するｓｉＲＮＡである、請求項１～５の
いずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項８】
　配列番号１、配列番号４、配列番号７、または配列番号１０によって開示されるポリヌ
クレオチドを含む、癌を治療する、癌転移を治療する、または抗癌剤耐性を低下させるも
しくは治療するための薬学的組成物であって、該ポリヌクレオチドによってコードされる
ｓｈＲＮＡが生体内で発現されて、その標的ｍｉＲＮＡを阻害する、薬学的組成物。
【請求項９】
　前記ｍｉＲＮＡ阻害剤が、配列番号２、配列番号３、配列番号５、配列番号６、配列番
号８、配列番号９、配列番号１１、または配列番号１２の発現を干渉することが可能なｓ
ｈＲＮＡまたはｓｉＲＮＡである、請求項１～５のいずれか一項に記載の薬学的組成物。
【請求項１０】
　対象から得られた生体試料をｍｉＲＮＡの相対的に増加した、減少した、または安定し
た発現に関して試験する工程；および
　前記ｍｉＲＮＡ発現レベルの相対的増加を、抗癌剤応答性のより低い可能性と関連付け
る工程、または前記ｍｉＲＮＡの相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、薬剤
応答性のより高い可能性と関連付ける工程、
　前記ｍｉＲＮＡ発現レベルの相対的増加を、抗癌剤耐性病態を有するより高い可能性と
関連付ける工程、または前記ｍｉＲＮＡの相対的に減少したもしくは安定した発現レベル
を、抗癌剤感受性病態と関連付ける工程、あるいは、
　ＤＬＫ１－ｍｉＲＮＡの相対的に増加した発現を、転移性病態と関連付ける工程、また
はＤＬＫ１－ｍｉＲＮＡの相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、非転移性病
態と関連付ける工程
を含む、方法。
【請求項１１】
　薬剤応答性のより高い可能性または抗癌剤感受性病態が検出された場合、前記対象に投
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与するための抗癌剤を選択する工程を更に含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記薬剤が、チロシンキナーゼ阻害剤（ＴＫＩ）である、請求項１０または１１に記載
の方法。
【請求項１３】
　前記ＴＫＩが、エルロチニブ、ゲフィチニブ、アパチニブ（Ａｐａｔｉｎｉｂ）、カボ
ザンチニブ、カネルチニブ、クレノラニブ（Ｃｒｅｎｏｌａｎｉｂ）、ダムナカンタール
、フォレチニブ（Ｆｏｒｅｔｉｎｉｂ）、フォスタマチニブ、インテダニブ（Ｉｎｔｅｄ
ａｎｉｂ）、リニファニブ、モテサニブ、ムブリチニブ、バタラニブ、またはベムラフェ
ニブである、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ｍｉＲＮＡが、ｍｉＲ－３７９、ｍｉＲ－３７９＊、ｍｉＲ－１９３ｂ、ｍｉＲ－１９
３ｂ＊、ｍｉＲ－４０９－５ｐ、ｍｉＲ－４０９－３ｐ、ｍｉＲ－１５４、ｍｉＲ－１５
４＊、成熟ｍｉＲ－３７９、成熟ｍｉＲ－３７９＊、成熟ｍｉＲ－１９３ｂ、成熟ｍｉＲ
－１９３ｂ＊、成熟ｍｉＲ－４０９－５ｐ、成熟ｍｉＲ－４０９－３ｐ、成熟ｍｉＲ－１
５４、成熟ｍｉＲ－１５４＊、配列番号２、配列番号３、配列番号５、配列番号６、配列
番号８、配列番号９、配列番号１１、または配列番号１２である、請求項１０～１３のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記癌が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺癌、転移性
肺癌、または転移性乳癌である、請求項１０～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　対象から得られた生物試料をＤＬＫ１－ＤＩＯ３クラスタ／領域の相対的に増加した、
減少した、または安定した発現に関して試験する工程；および
　前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３クラスタ／領域の相対的に増加した発現レベルを、薬剤応答性
のより低い可能性と関連付ける工程、または前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３クラスタ／領域の相
対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、薬剤応答性のより高い可能性と関連付け
る工程、
　前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３領域の相対的に増加した発現レベルを、抗癌剤耐性病態と関連
付ける工程、または前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３クラスタ／領域の相対的に減少したもしくは
安定した発現レベルを、抗癌剤感受性病態と関連付ける工程、あるいは、
　前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３クラスタ／領域の相対的に増加した発現を、転移性病態と関連
付ける工程、またはＤＬＫ１－ＤＩＯ３クラスタ／領域の相対的に減少したもしくは安定
した発現レベルを、非転移性病態と関連付ける工程
を含む、方法。
【請求項１７】
　薬剤応答性のより高い可能性または抗癌剤感受性病態が検出された場合、前記対象に投
与するための抗癌剤を選択する工程を更に含む、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記薬剤が、チロシンキナーゼ阻害剤（ＴＫＩ）である、請求項１６または１７に記載
の方法。
【請求項１９】
　前記ＴＫＩが、エルロチニブ、ゲフィチニブ、アパチニブ、カボザンチニブ、カネルチ
ニブ、クレノラニブ、ダムナカンタール、フォレチニブ、フォスタマチニブ、インテダニ
ブ、リニファニブ、モテサニブ、ムブリチニブ、バタラニブ、またはベムラフェニブであ
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記病態が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺癌、転移
性肺癌、または転移性乳癌である、請求項１６～１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
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　対象から得られた生体試料をＭＥＧ９の相対的に増加した、減少した、または安定した
発現に関して試験する工程と、
　前記ＭＥＧ９の相対的に増加した発現レベルを、薬剤応答性のより低い可能性と関連付
ける工程、またはＭＥＧ９の相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、抗癌剤応
答性のより高い可能性と関連付ける工程と
を含む、方法。
【請求項２２】
　薬剤応答性のより高い可能性の場合に、前記対象に投与するための抗癌剤を選択する工
程を更に含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記薬剤が、チロシンキナーゼ阻害剤（ＴＫＩ）である、請求項２１または２２に記載
の方法。
【請求項２４】
　前記ＴＫＩが、エルロチニブ、ゲフィチニブ、アパチニブ、カボザンチニブ、カネルチ
ニブ、クレノラニブ、ダムナカンタール、フォレチニブ、フォスタマチニブ、インテダニ
ブ、リニファニブ、モテサニブ、ムブリチニブ、バタラニブ、またはベムラフェニブであ
る、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　対象から得られた生体試料をＭＥＧ９の相対的に増加した、減少した、または安定した
発現に関して試験する工程と、
　前記ＭＥＧ９の相対的に増加した発現を、転移性病態と関連付ける工程、またはＭＥＧ
９の相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、非転移性病態と関連付ける工程と
を含む、方法。
【請求項２６】
　前記病態が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺癌、転移
性肺癌、または転移性乳癌である、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　対象からの生体試料と、
　前記生体試料を、ｍｉＲＮＡの相対的に増加した、減少した、または安定した発現に関
して試験するためのプローブと
を備える、システム。
【請求項２８】
　前記ｍｉＲＮＡ発現レベルの相対的増加を、薬剤応答性のより低い可能性と関連付ける
ため、または前記ｍｉＲＮＡの相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、抗癌剤
応答性のより高い可能性と関連付けるため、
　前記ｍｉＲＮＡ発現レベルの相対的増加を、抗癌剤耐性病態を有するより高い可能性と
関連付けるため、または前記ｍｉＲＮＡの相対的に減少したもしくは安定した発現レベル
を、抗癌剤感受性病態と関連付けるため、あるいは、
　前記ＤＬＫ１－ｍｉＲＮＡの相対的に増加した発現を、転移性病態と関連付けるため、
またはＤＬＫ１－ｍｉＲＮＡの相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、非転移
性病態と関連付けるため
の機械を更に備える、請求項２７に記載のシステム。
【請求項２９】
　ｍｉＲＮＡが、ｍｉＲ－３７９、ｍｉＲ－３７９＊、ｍｉＲ－１９３ｂ、ｍｉＲ－１９
３ｂ＊、ｍｉＲ－４０９－５ｐ、ｍｉＲ－４０９－３ｐ、ｍｉＲ－１５４、ｍｉＲ－１５
４＊、成熟ｍｉＲ－３７９、成熟ｍｉＲ－３７９＊、成熟ｍｉＲ－１９３ｂ、成熟ｍｉＲ
－１９３ｂ＊、成熟ｍｉＲ－４０９－５ｐ、成熟ｍｉＲ－４０９－３ｐ、成熟ｍｉＲ－１
５４、成熟ｍｉＲ－１５４＊、配列番号２、配列番号３、配列番号５、配列番号６、配列
番号８、配列番号９、配列番号１１、または配列番号１２である、請求項２７または２８
に記載のシステム。
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【請求項３０】
　前記癌または病態が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺
癌、転移性肺癌、または転移性乳癌である、請求項２８または２９に記載のシステム。
【請求項３１】
　対象からの生体試料と、
　前記生体試料を、ＤＬＫ１－ＤＩＯ３クラスタ／領域の相対的に増加した、減少した、
または安定した発現に関して試験するためのプローブと
を備える、システム。
【請求項３２】
　前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３クラスタ／領域の相対的に増加した発現レベルを、薬剤応答性
のより低い可能性と関連付けるため、または前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３クラスタ／領域の相
対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、薬剤応答性のより高い可能性と関連付け
るため、
　前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３領域の相対的に増加した発現レベルを、抗癌剤耐性病態と関連
付けるため、または前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３クラスタ／領域の相対的に減少したもしくは
安定した発現レベルを、抗癌剤感受性病態と関連付けるため、あるいは、
　前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３クラスタ／領域の相対的に増加した発現を、転移性病態と関連
付けるため、またはＤＬＫ１－ＤＩＯ３クラスタ／領域の相対的に減少したもしくは安定
した発現レベルを、非転移性病態と関連付けるため
の機械を更に備える、請求項３１に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記癌または病態が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺
癌、転移性肺癌、または転移性乳癌である、請求項３２に記載のシステム。
【請求項３４】
　対象からの生体試料と、
　前記生体試料を、ＭＥＧ９の相対的に増加した、減少した、または安定した発現に関し
て試験するためのプローブと
を備える、システム。
【請求項３５】
　ＭＥＧ９の相対的に増加した発現レベルを、薬剤応答性のより低い可能性と関連付ける
ため、またはＭＥＧ９の相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、抗癌剤応答性
のより高い可能性と関連付けるための機械を更に備える、請求項３４に記載のシステム。
【請求項３６】
　対象からの生体試料と、
　前記生体試料を、ＭＥＧ９の相対的に増加した、減少した、または安定した発現に関し
て試験するためのプローブと
を備える、システム。
【請求項３７】
　前記ＭＥＧ９の相対的に増加した発現を、転移性病態と関連付けるため、またはＭＥＧ
９の相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、非転移性病態と関連付けるための
機械を更に備える、請求項３６に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記病態が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺癌、転移
性肺癌、または転移性乳癌である、請求項３７に記載のシステム。
【請求項３９】
　試験化合物を提供する工程と、
　前記試験化合物を、ｍｉＲＮＡを発現している細胞と接触させる工程と、
　前記ｍｉＲＮＡの相対的に増加した、減少した、または安定した発現を検出する工程と
、
　前記ｍｉＲＮＡ発現の相対的減少が検出された場合、前記試験化合物を阻害剤として特
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定する工程、または前記ｍｉＲＮＡ発現の相対的増加が検出された場合、前記試験化合物
を作動物質として特定する工程と
を含む、方法。
【請求項４０】
　ｍｉＲＮＡが、ｍｉＲ－３７９、ｍｉＲ－３７９＊、ｍｉＲ－１９３ｂ、ｍｉＲ－１９
３ｂ＊、ｍｉＲ－４０９－５ｐ、ｍｉＲ－４０９－３ｐ、ｍｉＲ－１５４、ｍｉＲ－１５
４＊、成熟ｍｉＲ－３７９、成熟ｍｉＲ－３７９＊、成熟ｍｉＲ－１９３ｂ、成熟ｍｉＲ
－１９３ｂ＊、成熟ｍｉＲ－４０９－５ｐ、成熟ｍｉＲ－４０９－３ｐ、成熟ｍｉＲ－１
５４、成熟ｍｉＲ－１５４＊、配列番号２、配列番号３、配列番号５、配列番号６、配列
番号８、配列番号９、配列番号１１、または配列番号１２である、請求項３９に記載の方
法。
【請求項４１】
　試験化合物を提供する工程と、
　前記試験化合物を、ＤＬＫ１－ＤＩＯ３領域を発現している細胞と接触させる工程と、
　前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３領域の相対的に増加した、減少した、または安定した発現を検
出する工程と、
　前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３領域発現の相対的減少が検出された場合、前記試験化合物を阻
害剤として特定する工程、または前記ＤＬＫ１－ＤＩＯ３領域発現の相対的増加が検出さ
れた場合、前記試験化合物を作動物質として特定する工程と
を含む、方法。
【請求項４２】
　試験化合物を提供する工程と、
　前記試験化合物を、ＭＥＧ９を発現している細胞と接触させる工程と、
　ＭＥＧ９の相対的に増加した、減少した、または安定した発現を検出する工程と、
　ＭＥＧ９発現の相対的減少が検出された場合、前記試験化合物を阻害剤として特定する
工程、またはＭＥＧ９発現の相対的増加が検出された場合、前記試験化合物を作動物質と
して特定する工程と
を含む、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
[本発明1001]
　ｍｉＲＮＡ阻害剤を提供する工程と、
　癌を治療する、癌転移を治療する、または抗癌剤耐性を低下させるもしくは治療するた
めに、前記ｍｉＲＮＡ阻害剤を、癌の治療を必要とする、癌転移の治療を必要とする、ま
たは抗癌剤耐性の低下もしくは治療を必要とする対象に投与する工程と
を含む、方法。
[本発明1002]
　前記対象に放射線治療または化学療法治療を投与する工程を更に含む、本発明1001の方
法。
[本発明1003]
　前記癌が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺癌、転移性
肺癌、または転移性乳癌である、本発明1001の方法。
[本発明1004]
　前記ｍｉＲＮＡ阻害剤が、ｍｉＲ－379、ｍｉＲ－379＊、ｍｉＲ－193ｂ、ｍｉＲ－193
ｂ＊、ｍｉＲ－409－5ｐ、ｍｉＲ－409－3ｐ、ｍｉＲ－154、および／またはｍｉＲ－154
＊を阻害することが可能である、本発明1001の方法。
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[本発明1005]
　前記ｍｉＲＮＡ阻害剤が、成熟ｍｉＲ－379、ｍｉＲ－379＊、ｍｉＲ－193ｂ、ｍｉＲ
－193ｂ＊、ｍｉＲ－409－5ｐ、ｍｉＲ－409－3ｐ、ｍｉＲ－154、および／またはｍｉＲ
－154＊を阻害することが可能である、本発明1001の方法。
[本発明1006]
　前記ｍｉＲＮＡ阻害剤が、成熟ｍｉＲＮＡに対するｓｈＲＮＡである、本発明1001の方
法。
[本発明1007]
　前記ｍｉＲＮＡ阻害剤が、成熟ｍｉＲＮＡに対するｓｉＲＮＡである、本発明1001の方
法。
[本発明1008]
　前記ｍｉＲＮＡ阻害剤が、配列番号1、配列番号4、配列番号7、または配列番号10によ
って開示されるポリヌクレオチドによってコードされ、かつ投与する工程が、前記ポリヌ
クレオチドを投与することを含む、本発明1001の方法。
[本発明1009]
　前記ｍｉＲＮＡ阻害剤が、配列番号2、配列番号3、配列番号5、配列番号6、配列番号8
、配列番号9、配列番号11、または配列番号12の発現を干渉することが可能なｓｈＲＮＡ
またはｓｉＲＮＡである、本発明1001の方法。
[本発明1010]
　対象から生体試料を獲得する工程；
　前記生体試料をｍｉＲＮＡの相対的に増加した、減少した、または安定した発現に関し
て試験する工程；および
　前記ｍｉＲＮＡ発現レベルの相対的増加を、抗癌剤応答性のより低い可能性と関連付け
る工程、または前記ｍｉＲＮＡの相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、薬剤
応答性のより高い可能性と関連付ける工程、
　前記ｍｉＲＮＡ発現レベルの相対的増加を、抗癌剤耐性病態を有するより高い可能性と
関連付ける工程、または前記ｍｉＲＮＡの相対的に減少したもしくは安定した発現レベル
を、抗癌剤感受性病態と関連付ける工程、あるいは、
　ＤＬＫ1－ｍｉＲＮＡの相対的に増加した発現を、転移性病態と関連付ける工程、また
はＤＬＫ1－ｍｉＲＮＡの相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、非転移性病
態と関連付ける工程
を含む、方法。
[本発明1011]
　薬剤応答性のより高い可能性または抗癌剤感受性病態が検出された場合、前記対象に投
与するための抗癌剤を選択する工程を更に含む、本発明1010の方法。
[本発明1012]
　前記薬剤が、チロシンキナーゼ阻害剤（ＴＫＩ）である、本発明1010の方法。
[本発明1013]
　前記ＴＫＩが、エルロチニブ、ゲフィチニブ、アパチニブ（Ａｐａｔｉｎｉｂ）、カボ
ザンチニブ、カネルチニブ、クレノラニブ（Ｃｒｅｎｏｌａｎｉｂ）、ダムナカンタール
、フォレチニブ（Ｆｏｒｅｔｉｎｉｂ）、フォスタマチニブ、インテダニブ（Ｉｎｔｅｄ
ａｎｉｂ）、リニファニブ、モテサニブ、ムブリチニブ、バタラニブ、またはベムラフェ
ニブである、本発明1011の方法。
[本発明1014]
　ｍｉＲＮＡが、ｍｉＲ－379、ｍｉＲ－379＊、ｍｉＲ－193ｂ、ｍｉＲ－193ｂ＊、ｍｉ
Ｒ－409－5ｐ、ｍｉＲ－409－3ｐ、ｍｉＲ－154、ｍｉＲ－154＊、成熟ｍｉＲ－379、成
熟ｍｉＲ－379＊、成熟ｍｉＲ－193ｂ、成熟ｍｉＲ－193ｂ＊、成熟ｍｉＲ－409－5ｐ、
成熟ｍｉＲ－409－3ｐ、成熟ｍｉＲ－154、成熟ｍｉＲ－154＊、配列番号2、配列番号3、
配列番号5、配列番号6、配列番号8、配列番号9、配列番号11、または配列番号12である、
本発明1010の方法。
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[本発明1015]
　前記癌が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺癌、転移性
肺癌、または転移性乳癌である、本発明1010の方法。
[本発明1016]
　対象から生体試料を獲得する工程；
　前記生物試料をＤＬＫ1－ＤＩＯ3クラスタ／領域の相対的に増加した、減少した、また
は安定した発現に関して試験する工程；および
　前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3クラスタ／領域の相対的に増加した発現レベルを、薬剤応答性の
より低い可能性と関連付ける工程、または前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3クラスタ／領域の相対的
に減少したもしくは安定した発現レベルを、薬剤応答性のより高い可能性と関連付ける工
程、
　前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3領域の相対的に増加した発現レベルを、抗癌剤耐性病態と関連付
ける工程、または前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3クラスタ／領域の相対的に減少したもしくは安定
した発現レベルを、抗癌剤感受性病態と関連付ける工程、あるいは、
　前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3クラスタ／領域の相対的に増加した発現を、転移性病態と関連付
ける工程、またはＤＬＫ1－ＤＩＯ3クラスタ／領域の相対的に減少したもしくは安定した
発現レベルを、非転移性病態と関連付ける工程
を含む、方法。
[本発明1017]
　薬剤応答性のより高い可能性または抗癌剤感受性病態が検出された場合、前記対象に投
与するための抗癌剤を選択する工程を更に含む、本発明1016の方法。
[本発明1018]
　前記薬剤が、チロシンキナーゼ阻害剤（ＴＫＩ）である、本発明1016の方法。
[本発明1019]
　前記ＴＫＩが、エルロチニブ、ゲフィチニブ、アパチニブ、カボザンチニブ、カネルチ
ニブ、クレノラニブ、ダムナカンタール、フォレチニブ、フォスタマチニブ、インテダニ
ブ、リニファニブ、モテサニブ、ムブリチニブ、バタラニブ、またはベムラフェニブであ
る、本発明1018の方法。
[本発明1020]
　前記病態が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺癌、転移
性肺癌、または転移性乳癌である、本発明1016の方法。
[本発明1021]
　対象から生体試料を獲得する工程と、
　前記生体試料をＭＥＧ9の相対的に増加した、減少した、または安定した発現に関して
試験する工程と、
　前記ＭＥＧ9の相対的に増加した発現レベルを、薬剤応答性のより低い可能性と関連付
ける工程、またはＭＥＧ9の相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、抗癌剤応
答性のより高い可能性と関連付ける工程と
を含む、方法。
[本発明1022]
　薬剤応答性のより高い可能性の場合に、前記対象に投与するための抗癌剤を選択する工
程を更に含む、本発明1021の方法。
[本発明1023]
　前記薬剤が、チロシンキナーゼ阻害剤（ＴＫＩ）である、本発明1021の方法。
[本発明1024]
　前記ＴＫＩが、エルロチニブ、ゲフィチニブ、アパチニブ、カボザンチニブ、カネルチ
ニブ、クレノラニブ、ダムナカンタール、フォレチニブ、フォスタマチニブ、インテダニ
ブ、リニファニブ、モテサニブ、ムブリチニブ、バタラニブ、またはベムラフェニブであ
る、本発明1023の方法。
[本発明1025]
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　対象から生体試料を獲得する工程と、
　前記生体試料をＭＥＧ9の相対的に増加した、減少した、または安定した発現に関して
試験する工程と、
　前記ＭＥＧ9の相対的に増加した発現を、転移性病態と関連付ける工程、またはＭＥＧ9
の相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、非転移性病態と関連付ける工程と
を含む、方法。
[本発明1026]
　前記病態が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺癌、転移
性肺癌、または転移性乳癌である、本発明1025の方法。
[本発明1027]
　対象からの生体試料と、
　前記生体試料を、ｍｉＲＮＡの相対的に増加した、減少した、または安定した発現に関
して試験するためのプローブと
を備える、システム。
[本発明1028]
　前記ｍｉＲＮＡ発現レベルの相対的増加を、薬剤応答性のより低い可能性と関連付ける
ため、または前記ｍｉＲＮＡの相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、抗癌剤
応答性のより高い可能性と関連付けるため、
　前記ｍｉＲＮＡ発現レベルの相対的増加を、抗癌剤耐性病態を有するより高い可能性と
関連付けるため、または前記ｍｉＲＮＡの相対的に減少したもしくは安定した発現レベル
を、抗癌剤感受性病態と関連付けるため、あるいは、
　前記ＤＬＫ1－ｍｉＲＮＡの相対的に増加した発現を、転移性病態と関連付けるため、
またはＤＬＫ1－ｍｉＲＮＡの相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、非転移
性病態と関連付けるため
の機械を更に備える、本発明1027のシステム。
[本発明1029]
　ｍｉＲＮＡが、ｍｉＲ－379、ｍｉＲ－379＊、ｍｉＲ－193ｂ、ｍｉＲ－193ｂ＊、ｍｉ
Ｒ－409－5ｐ、ｍｉＲ－409－3ｐ、ｍｉＲ－154、ｍｉＲ－154＊、成熟ｍｉＲ－379、成
熟ｍｉＲ－379＊、成熟ｍｉＲ－193ｂ、成熟ｍｉＲ－193ｂ＊、成熟ｍｉＲ－409－5ｐ、
成熟ｍｉＲ－409－3ｐ、成熟ｍｉＲ－154、成熟ｍｉＲ－154＊、配列番号2、配列番号3、
配列番号5、配列番号6、配列番号8、配列番号9、配列番号11、または配列番号12である、
本発明1027のシステム。
[本発明1030]
　前記癌または病態が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺
癌、転移性肺癌、または転移性乳癌である、本発明1028のシステム。
[本発明1031]
　対象からの生体試料と、
　前記生体試料を、ＤＬＫ1－ＤＩＯ3クラスタ／領域の相対的に増加した、減少した、ま
たは安定した発現に関して試験するためのプローブと
を備える、システム。
[本発明1032]
　前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3クラスタ／領域の相対的に増加した発現レベルを、薬剤応答性の
より低い可能性と関連付けるため、または前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3クラスタ／領域の相対的
に減少したもしくは安定した発現レベルを、薬剤応答性のより高い可能性と関連付けるた
め、
　前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3領域の相対的に増加した発現レベルを、抗癌剤耐性病態と関連付
けるため、または前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3クラスタ／領域の相対的に減少したもしくは安定
した発現レベルを、抗癌剤感受性病態と関連付けるため、あるいは、
　前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3クラスタ／領域の相対的に増加した発現を、転移性病態と関連付
けるため、またはＤＬＫ1－ＤＩＯ3クラスタ／領域の相対的に減少したもしくは安定した
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発現レベルを、非転移性病態と関連付けるため
の機械を更に備える、本発明1031のシステム。
[本発明1033]
　前記癌または病態が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺
癌、転移性肺癌、または転移性乳癌である、本発明1032のシステム。
[本発明1034]
　対象からの生体試料と、
　前記生体試料を、ＭＥＧ9の相対的に増加した、減少した、または安定した発現に関し
て試験するためのプローブと
を備える、システム。
[本発明1035]
　ＭＥＧ9の相対的に増加した発現レベルを、薬剤応答性のより低い可能性と関連付ける
ため、またはＭＥＧ9の相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、抗癌剤応答性
のより高い可能性と関連付けるための機械を更に備える、本発明1034のシステム。
[本発明1036]
　対象からの生体試料と、
　前記生体試料を、ＭＥＧ9の相対的に増加した、減少した、または安定した発現に関し
て試験するためのプローブと
を備える、システム。
[本発明1037]
　前記ＭＥＧ9の相対的に増加した発現を、転移性病態と関連付けるため、またはＭＥＧ9
の相対的に減少したもしくは安定した発現レベルを、非転移性病態と関連付けるための機
械を更に備える、本発明1036のシステム。
[本発明1038]
　前記病態が、前立腺癌、肺癌、乳癌、転移性癌、骨への癌転移、転移性前立腺癌、転移
性肺癌、または転移性乳癌である、本発明1037のシステム。
[本発明1039]
　試験化合物を提供する工程と、
　前記試験化合物を、ｍｉＲＮＡを発現している細胞と接触させる工程と、
　前記ｍｉＲＮＡの相対的に増加した、減少した、または安定した発現を検出する工程と
、
　前記ｍｉＲＮＡ発現の相対的減少が検出された場合、前記試験化合物を阻害剤として特
定する工程、または前記ｍｉＲＮＡ発現の相対的増加が検出された場合、前記試験化合物
を作動物質として特定する工程と
を含む、方法。
[本発明1040]
　ｍｉＲＮＡが、ｍｉＲ－379、ｍｉＲ－379＊、ｍｉＲ－193ｂ、ｍｉＲ－193ｂ＊、ｍｉ
Ｒ－409－5ｐ、ｍｉＲ－409－3ｐ、ｍｉＲ－154、ｍｉＲ－154＊、成熟ｍｉＲ－379、成
熟ｍｉＲ－379＊、成熟ｍｉＲ－193ｂ、成熟ｍｉＲ－193ｂ＊、成熟ｍｉＲ－409－5ｐ、
成熟ｍｉＲ－409－3ｐ、成熟ｍｉＲ－154、成熟ｍｉＲ－154＊、配列番号2、配列番号3、
配列番号5、配列番号6、配列番号8、配列番号9、配列番号11、または配列番号12である、
本発明1039の方法。
[本発明1041]
　試験化合物を提供する工程と、
　前記試験化合物を、ＤＬＫ1－ＤＩＯ3領域を発現している細胞と接触させる工程と、
　前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3領域の相対的に増加した、減少した、または安定した発現を検出
する工程と、
　前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3領域発現の相対的減少が検出された場合、前記試験化合物を阻害
剤として特定する工程、または前記ＤＬＫ1－ＤＩＯ3領域発現の相対的増加が検出された
場合、前記試験化合物を作動物質として特定する工程と
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を含む、方法。
[本発明1042]
　試験化合物を提供する工程と、
　前記試験化合物を、ＭＥＧ9を発現している細胞と接触させる工程と、
　ＭＥＧ9の相対的に増加した、減少した、または安定した発現を検出する工程と、
　ＭＥＧ9発現の相対的減少が検出された場合、前記試験化合物を阻害剤として特定する
工程、またはＭＥＧ9発現の相対的増加が検出された場合、前記試験化合物を作動物質と
して特定する工程と
を含む、方法。
　本発明の他の特徴および利点は、例として、本発明の実施形態の様々な特徴を図示する
添付の図面と共に、以下の詳細な説明から明らかになるだろう。
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